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ご意見をお寄せください 
右のQRコードから送信していただくか、協和コミュニティセンターに 

設置してある用紙にご記入のうえ、ご意見箱に投函してください。 
いただいたご意見は、今後の協議の参考とさせていただきます。 

・最善な校内動線を検討したまとまりある施設配置  
・児童生徒間の交流を適切に行える交流拠点  
・既存の職員室を改修した、９年間の系統性ある教育

を連携して行える管理関係室 

１ 小中一貫教育に適した 

機能的でコンパクトな施設 

・内装材の木質化等、温かみと潤いのある教育空間 

・バリアフリー化、ユニバーサルデザインの導入 

・ニーズに応じた多様な学びの場 

２ 誰もが明るく快適に過ごせる施設 

・多様な学習形態に対応し、主体的・対話的な学びが可能な施設 

・個に応じて、きめ細かい指導を行える学習環境 

・メディアセンターを中心にしつらえた、IT技術を活用でき、技術の進展に対応する環境 

３ 確かな学力を育む施設 

・自然災害に対して安全性を確保した災害に強い施設 

・全体的な防犯計画を検討し、児童生徒及び教職員が安心して過ごせる施設 

・安全なスクールバスの動線や乗降場の計画 

・ライフサイクルコスト（LCC）縮減、維持管理のしやすい施設 

４ 安全・安心で維持管理のしやすい施設 

・将来的な学びの変化や児童生徒数の減少等に柔軟に対応できる施設 

・施設の一部を地域に開放できるような施設配置 

・将来的に、地域の生涯学習やコミュニティの活動の場としても利用が可能な施設配置 

５ 将来の公共施設複合化を見据えた施設 

※図面はR8.5.28時点のものです。今後変更になる可能性があります 

 


